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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【発行日】令和3年4月15日(2021.4.15)

【公開番号】特開2020-104841(P2020-104841A)
【公開日】令和2年7月9日(2020.7.9)
【年通号数】公開・登録公報2020-027
【出願番号】特願2019-216880(P2019-216880)
【国際特許分類】
   Ｂ６０Ｈ   1/00     (2006.01)
   Ｂ６０Ｈ   1/32     (2006.01)
   Ｂ６０Ｈ   1/22     (2006.01)
   Ｆ２５Ｂ   5/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６０Ｈ    1/00     １０１Ｂ
   Ｂ６０Ｈ    1/32     ６２１Ｃ
   Ｂ６０Ｈ    1/22     ６５１Ａ
   Ｆ２５Ｂ    5/02     ＺＨＶＢ

【手続補正書】
【提出日】令和3年3月5日(2021.3.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高温熱媒体が循環する高温熱媒体回路（２０）と、
　前記高温熱媒体と車室内へ送風される空気とを熱交換させて前記車室内へ送風される空
気を加熱する空気加熱器（２２）と、
　前記高温熱媒体と車室外の空気とを熱交換させて前記車室外の空気に放熱する放熱器（
２３）と、
　冷媒を吸入して圧縮し吐出する圧縮機（１１）と、
　前記圧縮機から吐出された高圧の前記冷媒と前記高温熱媒体とを熱交換させて前記冷媒
から前記高温熱媒体に放熱させる高圧側熱交換器（１２）と、
　前記高圧側熱交換器で熱交換された前記冷媒を減圧させる減圧部（１３、１６）と、
　前記減圧部で減圧された前記冷媒に吸熱させて前記冷媒を蒸発させる蒸発器（１４、１
７）と、
　前記高圧側熱交換器を流れた前記高温熱媒体の流量に対する前記放熱器を流れる前記高
温熱媒体の流量の比である放熱器側流量比（Ｇｗ）を調整する流量調整部（２５、２６、
２８、４５）とを備え、
　前記空気加熱器で加熱された空気の温度の最大値である最大吹出温度（ＴＨｍａｘ）は
、前記放熱器側流量比が減少するにつれて増加し、
　前記放熱器側流量比の減少に対する、前記最大吹出温度の増加率が、前記放熱器側流量
比が小さくなるほど大きくなっている冷凍サイクル装置。
【請求項２】
　前記最大吹出温度が、前記空気加熱器で加熱された空気の温度の上限値である上限吹出
温度（ＴＨＬ１）となるときの前記放熱器側流量比において、前記流量調整部は、前記空
気加熱器で加熱された空気の温度の変動幅が許容値（ΔＴＨ１）以下となるように前記放
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熱器側流量比を調整可能である請求項１に記載の冷凍サイクル装置。
【請求項３】
　前記空気加熱器で加熱された空気、または前記空気加熱器に流入する前記高温熱媒体の
温度を検出する温度検出部（６６）を備え、
　前記最大吹出温度が前記上限吹出温度（ＴＨＬ１）となるときの前記放熱器側流量比に
おいて、前記流量調整部は、前記空気加熱器で加熱された空気の温度の変動幅が前記温度
検出部の検出温度の誤差幅（ΔＴＨ２）以上となるように前記放熱器側流量比を調整可能
である請求項２に記載の冷凍サイクル装置。
【請求項４】
　前記最大吹出温度は、前記放熱器側流量比に対して、
ＴＨｍａｘ＝５．００５２Ｇｗ＾（－１．１７３）
の関係で表される請求項１ないし３のいずれか１つに記載の冷凍サイクル装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明は上記点に鑑みて、冷媒で加熱された熱媒体を、車室内へ送風される空気の加熱
に用いると同時に外気に放熱させる冷凍サイクル装置において、車室内へ送風される空気
を適切に加熱できるようにすることを目的とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　上記目的を達成するため、請求項１に記載の冷凍サイクル装置では、
　高温熱媒体が循環する高温熱媒体回路（２０）と、
　高温熱媒体と車室内へ送風される空気とを熱交換させて車室内へ送風される空気を加熱
する空気加熱器（２２）と、
　高温熱媒体と車室外の空気とを熱交換させて車室外の空気に放熱する放熱器（２３）と
、
　冷媒を吸入して圧縮し吐出する圧縮機（１１）と、
　圧縮機から吐出された高圧の冷媒と高温熱媒体とを熱交換させて冷媒から高温熱媒体に
放熱させる高圧側熱交換器（１２）と、
　高圧側熱交換器で熱交換された冷媒を減圧させる減圧部（１３、１６）と、
　減圧部で減圧された冷媒に吸熱させて冷媒を蒸発させる蒸発器（１４、１７）と、
　高圧側熱交換器を流れた高温熱媒体の流量に対する放熱器を流れる高温熱媒体の流量の
比である放熱器側流量比（Ｇｗ）を調整する流量調整部（２５、２６、２８、４５）とを
備え、
　空気加熱器で加熱された空気の温度の最大値である最大吹出温度（ＴＨｍａｘ）は、放
熱器側流量比が減少するにつれて増加し、
　放熱器側流量比の減少に対する、最大吹出温度の増加率が、放熱器側流量比が小さくな
るほど大きくなっている。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
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